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111億
606万円

1％1％0.7％0.7％
13.9％

7.2％

5.6％

その他（地方譲与税、地方消費税交付金など）
　7億5,124万円

町債　6億2,100万円

地方交付税
　8億518万円

国・県支出金
　22億3,190万円

その他（諸収入、繰
入金、繰越金など）
15億3,466万円

分担金及び負担金　7,961万円
使用料及び手数料
　1億1,441万円

町税　49億6,806万円

自主財
源

　
60
.3
％

 
 

　　　

民生費　　32億4,379万円
【主な事業】
自立支援給付費
児童手当
認定こども園整備事業費補助金
心身障害者医療扶助費
小児医療費助成
臨時福祉給付金
国民健康保険事業特別会計の安定した運営
後期高齢者医療特別会計の安定した運営
介護保険事業特別会計の安定した運営

4億4,661万円
4億5,699万円
1億7,074万円
1億3,337万円

7,485万円
2,340万円

3億6,474万円
3億5,983万円
4億2,868万円

総務費　　18億8,294万円
【主な事業】

自転車駐車場整備・維持管理
国府支所への太陽光発電設備設置
個人番号カードの交付事務
土砂災害ハザードマップ作成等の防災対策
防犯対策
情報システムの共同化
総合戦略策定に要した経費

4億6,349万円
1,417万円
1,286万円

 2,585万円
1,560万円
7,608万円
745万円

平
成
27
度
年

一
会
般

計

告
報
算
決

告
報
算
決

決
算
の
概
要
を

　
　
　
報
告
し
ま
す

■

歳 

入

　　問

財
政
課

　☎
内
線
２
１
９

44.7％44.7％

20.1％20.1％

6.8％6.8％

　
平
成
27
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、

１
１
１
億
６
０
６
万
円
で
前
年
度
と

比
べ
13
億
９
，
４
９
９
万
円
増
え
て

い
ま
す
。

　
町
の
収
入
の
根
幹
と
な
る
町
税
に

つ
い
て
は
、
49
億
６
，
８
０
６
万
円

で
前
年
度
よ
り
５
，
１
０
７
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
要
因
は
、

評
価
替
え
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減

に
よ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
社
会
保

障
財
源
の
確
保
等
の
た
め
の
消
費
税

率
引
上
げ
の
通
年
反
映
に
よ
り
地
方

消
費
税
交
付
金
が
増
額
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
が
制
度
改
正
に

よ
り
人
口
減
少
等
特
別
対
策
事
業
費

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
増
額
し
、
普

通
建
設
事
業
に
係
る
交
付
金
や
認
定

子
ど
も
園
の
整
備
等
に
係
る
補
助
金

の
増
に
伴
い
国
・
県
か
ら
の
支
出
金

も
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

 

今
後
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

な
ど
を
受
け
、
町
税
の
減
少
が
予
想

さ
れ
る
な
か
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
、
安
定
し
た
運
営
を
行
う
た
め

に
は
、
新
た
な
財
源
の
確
保
な
ど
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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歳 出
103億

5,299万円

31.3
民生費

％

18.2
総務費

％12.6
衛生費

％

12.4
土木費

％

11.1
教育費

％

5.7
公債費
％

4.5
消防費

％
4.2
その他

％

 
 

※詳細は、町ホームページで公表します。

救急医療
予防接種や感染症対策
がん検診の推進
妊婦健診や不妊治療　
ごみの収集・運搬・処理
ごみ処理施設の解体経費
(仮称)リサイクルセンター整備事業
し尿の収集・運搬・処理

1,946万円
6,735万円
2,799万円
1,159万円

2億8,535万円
3億5,660万円

8,028万円
1億544万円

道路ストックの定期点検
橋りょう長寿命化修繕工事
国府本郷西小磯１号線の整備
幹線27号線の整備
血洗川の護岸整備
いくさわ西の池跡公園整備
六所・町屋公園トイレの整備
運動公園長寿命化対策

2,750万円
2,273万円
6,003万円
6,305万円
265万円
297万円

2,314万円
2,839万円

大磯小学校のグラウンド改修
国府中学校体育館等の改修
中学校給食の運営
大磯幼稚園の改修
私立幼稚園就園補助
郷土資料館リニューアル整備
旧吉田茂邸の再建

4,591万円
5,734万円
2,730万円
2,579万円
1,215万円
2,654万円

2億7,472万円

消防救急無線整備
小型動力ポンプ付積載車の購入
救急・救助等活動事業

4,482万円
1,651万円
826万円

議会費
労働費
農林水産業費
商工費
災害復旧費

1億4,497万円
2,136万円
7,764万円

1億8,480万円
356万円

衛生費　　13億750万円
【主な事業】土木費　　12億8,113万円

【主な事業】

教育費　　11億4,400万円
【主な事業】

消防費　　4億7,102万円
【主な事業】

その他　　4億3,237万円

公債費　　5億9,024万円
借りたお金の返済 5億9,024万円

平成27年度 決算報告

■

歳 

出

　
平
成
27
年
度
の
歳
出
決
算
額
は
、

１
０
３
億
５
，
２
９
９
万
円
で
前
年

度
と
比
べ
14
億
１
，
３
８
５
万
円
増

え
て
い
ま
す
。

　
主
な
理
由
と
し
て
は
ご
み
処
理
広

域
化
に
伴
う
ご
み
処
理
施
設
等
の
解

体
や
（
仮
称
）
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
の
整
備
、
駅
前
自
転
車
駐
車
場
の

整
備
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
の
増

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
約
20
％
を
占
め
る
人
件
費

は
平
成
26
年
度
末
の
退
職
者
が
多
か

っ
た
た
め
級
別
職
員
数
の
構
成
に
変

動
が
あ
り
１
億
３
５
２
万
円
減
と
な

り
ま
し
た
が
、
町
民
の
福
祉
に
係
る

民
生
費
や
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の

よ
う
な
教
育
に
係
る
教
育
費
の
増
に

よ
り
全
体
で
は
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

民
生
費
に
お
け
る
主
な
支
出
は
、
医

療
費
助
成
、
児
童
手
当
等
の
支
給
や
、

待
機
児
童
対
策
と
し
て
認
定
こ
ど
も

園
整
備
に
対
す
る
補
助
等
で
す
。
ま

た
、
教
育
費
に
お
け
る
主
な
支
出
は
、

中
学
校
給
食
の
運
営
開
始
に
伴
う
経

費
や
郷
土
資
料
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

整
備
等
の
経
費
で
す
。

　
町
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、

光
り
輝
く「
未
来
」に
向
け
て「
健
康
」、

「
子
育
て
」、「
観
光
」、「
定
住
」に
重
点

を
置
い
て
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
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【主な事業】
自立支援給付費
児童手当
認定こども園整備事業費補助金
心身障害者医療扶助費
小児医療費助成
臨時福祉給付金
国民健康保険事業特別会計の安定した運営
後期高齢者医療特別会計の安定した運営
介護保険事業特別会計の安定した運営
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7,485万円
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自転車駐車場整備・維持管理
国府支所への太陽光発電設備設置
個人番号カードの交付事務
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